
日本共産党市議会議員 松坂みち子の活動報告
ご意見など、ぜひお寄せ下さい。

＜ №180 2014.5.25 連絡先 402-1622＞

こんにちは 松坂みち子 です

寺
中
美
術
館
（
府
中
）
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
約
２
０
年
前
に
閉
館
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
「
近
年
、
戦

後
の
平
和
が
ゆ
ら
ぐ
ニ
ュ
ー
ス
が
続

き
、
こ
の
ま
ま
閉
め
て
お
く
と
父
や

館
長
だ
っ
た
夫
に
怒
ら
れ
る
と
思
っ

た
」
（
ニ
ュ
ー
ス
和
歌
山
よ
り
）
と

娘
さ
ん
が
期
間
限
定
で
開
い
た
も
の

で
す
。
反
戦
や
平
和
の
尊
さ

を
テ
ー
マ
に
油
彩
画
を
描

い
た
洋
画
家
・
寺
中
靖
直

氏
（
１
８
９
５
〜
１
９
９

０
）
の
作
品
展
『
平
和
を

望
む
展
覧
会
』
で
す
。

寺
中
氏
自
身
が
和
歌
山

大
空
襲
を
経
験
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
様
子
を
描
い
た

作
品
を
は
じ
め
、
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
や
、
第
５
福
竜
丸

に
か
か
わ
る
作
品
も
あ
り
、
「
命
を

大
切
に
」
「
戦
争
は
ダ
メ
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
強
烈
に
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
為
政
者
へ
の
怒
り
や
い
ら

立
ち
を
感
じ
る
作
品
も
あ
り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
人
に
見

て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
し
た
が
、
２
０
日
で

閉
館
と
な
り
、
残
念
で

す
。

みち子のひとりごと

寺中美術館

「持続可能なー」はお金をかけないこと
医療・介護総合法学習会

5月20日、年金者組合が主催した「医療・介護総合法」の学習会（講師上野佳男

氏）に参加しました。同法は、5月14日衆議院厚生労働委員会で強行採決、翌日本

会議可決され、参議院に議論の場を移しています。そもそも、管轄部署や制度の仕

組みも異なる19本の法案を、一括すること自体極めて異例であり、本来なら法案一

つひとつが慎重に審議されるべきです。

この法案で、国が「持続可能な社会保障制度の確立」というのは国は「お金を出

さない」ことであり、そしてお金もうけの対象にして産業化へつなげていき、そし

て、国民の負担増となる・・・医療も介護もひっくるめて悪くしていくことです。

医療では、入院のベッド数を減らす、入院期間を短くする、大病院は救急や重症

患者専用にするなどがすすめられ、十分な医療が受けられなくなる恐れがあります。

現状でも、まだ退院できる状態でない患者が退院させられているという話もあり、

さらにひどくなるのだとわかりやすくお話してくださいました。

介護では、要支援１，２の方が保険からはずされて市の地域支援事業に移される

こと、特養の入所は要介護3以上になること、所得160万円以上は利用料が2割

（倍）になること、低所得でも貯金（単身100万円超）があれば施設の居住費・食

費を補助しないこと、など、給付の抑制・負担増ばかりです。

現状でもやってもらいたいことがやってもらえない、人間と

して大事にされた介護とは言えない、地域支援事業になった

らどう変わるのか、命を預かる仕事でありボランティアに頼

るのがまちがい、などの意見がだされました。

法案の中身をもっと知らせて、運動をひろげようと話し合

われました。
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こんにちは加藤なおとです

歴
史
は
繰
り
返
す
の
か
？
「
福
祉
が
切

り
捨
て
ら
れ
る
と
き
戦
争
が
や
っ
て
く
る
」

と
。
戦
時
中
、
兵
士
に
な
れ
な
い
障
害
者

は
非
国
民
と
呼
ば
れ
、
そ
ぐ
わ
ぬ
行
為
を

す
る
と
や
ら
で
ス
パ
イ
容
疑
で
検
挙
さ
れ
、

知
的
障
害
者
も
戦
地
に
駆
り
出
さ
れ
、
受

傷
後
何
の
保
障
も
な
く
、
精
神
病
院
の
閉

鎖
病
棟
で
精
神
障
害
者
は
餓
死
に
至
っ
た

と
あ
る
。
平
和
で

な
け
れ
ば
障
害
者

は
人
と
し
て
生
き

ら
れ
な
い
。
戦
後

ず
っ
と
憲
法
９
条

が
自
衛
隊
の
海
外

派
兵
の
歯
止
め
だ
っ

た
。
情
勢
が
変
化
し
た
と
内
閣
の
一
存
で

日
本
を
戦
争
仕
掛
け
る
国
に
し
て
し
ま
う
？

冗
談
じ
ゃ
な
い
！

戦
争
へ
の
危
機
に
加
え
、
社
会
保
障
の

改
悪
が
迫
っ
て
い
る
。
１
６
０
万
人
が
介

護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
か
ら
は
ず
さ
れ
る
。

財
政
難
か
ら
か
。
決
し
て
専
門
的
支
援
が

要
ら
な
い
人
た
ち
で
は
な
い
。
障
害
の
重

度
化
を
防
ぎ
地
域
で
安
心
し
て
く
ら
す
不

可
欠
な
支
援
だ
。
さ
ら
に
年
金
を
下
げ
続

け
高
齢
者
の
生
活
を
脅
か
す
と
は
。
戦
争

へ
の
道
と
表
裏
一
体
で
は
な
い
か
。
こ
ん

な
歴
史
は
繰
り
返
さ
せ
て
な
る
も
の
か
。

団
結
が
ん
ば
ろ
う
。

母親大会(6月1日9:30～12:00)分科会テーマ

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

「健
康
だ
か
ら
大
丈
夫
」で
は
な
く
、健
康
だ
か
ら
こ
そ
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。自
分
の
身
体
の
状
態
を
く
わ
し
く
知
る
こ
と
で
、

生
活
習
慣
病
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
保
の
方
に
は
「特
定
健
康
診
査
受
診
券
」が
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

病
気
は
早
期
発
見
・早
期
治
療
が
一
番
で
す
。

１‐子どもとともに遊ぼう！学ぼう!（プ）

２‐紙芝居で学ぶ 人間・愛・平和（プ）

３‐心も体もすこやかに―今、家庭で・学校で―（ビ）

４‐登校拒否・不登校 子どもたちに寄りそって（ビ）

５‐ひきこもりがちな青年たちによりそって（ビ）

６‐環境・自然エネルギー問題を考えよう（ビ）

７‐地震・津波・水害 そのとき あなたは―（ビ）

８‐どうなるの？いのちとくらし①―食･ＴＰＰ―（ビ）

９‐どうなるの？いのちとくらし②

―医療・介護・年金・生活保護・消費税―（ふ）

10‐支援を必要とする子どもたちとともに（ふ）

11‐語り合おう！障害者の生活 国の役割（ふ）

12‐元気に年を重ねたい わたしの生きがい（ふ）

13‐ちひろの願いと子ども・女性の今（中）

14‐人間らしく働きたい（プ）

15‐平和と母親運動を考える（プ）

16‐見学・和歌山城散策と城周辺の空襲の話

（16は事前申し込みが必要です・先着順 30名）

会場は、（プ）プラザホープ

（ビ）ビッグ愛

（ふ）ふれ愛センター

（中）中央コミセン

主催：和歌山県母親大会実行委員会 小松原通3‐20教育会館内 423‐2261

参加費

500円

全体会共通


